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 除癒菊を主剤 とする蚊取線香の製造は我國猫特の ものであつて,其 の性歌に就ては既に長澤
徹氏(1)の研究があるが,燃 焼が長時間に亙つて蓮績的に行はれ,其 の間有敷成・分Pyrethrinが
絶 えす室氣中に放出せ られ る事は,他 の除贔菊剤が比較的短時間にのみ作用するのに較べて,
我画の家屋建築の通氣性に適癒 した ものと言ふ事が出蘂る,而 もPyrethrinの 如き高分予化
合物が一旦室氣中に放出せ られても,其 の浮游時間は短かい ものであるか ら,絶 えすPyreth-
rinを 補給する黙からも蚊取線香は實に使用簡便なものと言はねばならない.
 現在市販せ られて居 る蚊取線香の種類は極めて多 く,其 の含有する Pyrethrin量 も逼 々で
あると同時に,燃 焼補助剤,防 徽剤等が種々配合せ られてゐるか ら其の化學的定量 も容易では
無い,既 に第4報(7)に 於て述べた如 く,蚊 取線香を定量す ると,比 色法に依 る結果が,Tatt-
ers丘eld氏酸法(測に依 るよりも高い数値を與へた.之 は一般除贔菊乾花或は粉末を定量 した場
合 と反封の結果である.其 後酸法は種 々改攣せ られ,第8報8)で 示 し泥様な方法に依つて定量
して見て も,比 色法に依つπ結果と較べて矢張り相當隔つた値を示す事が明かになつた.叉 余
等は前報(9)に於て除鹸菊エキス中のPyrethrinの 攣質に就て述べたが,蚊 取線香の場合 も,
一ケ年間貯藏後Pyrethrin含 量を定量 して,貯 藏前のそれ と比較 して見ると,相 當量の攣質
を認めた.然 し攣質量 を除轟菊乾花或は粉末の場合と比較すると一般に著 しく少い事を知つた.
之は蚊取線香の素質が緻密 な爲,含 有せ られるPyrethrinが 熟,光 線,室 氣等の影響を受ける
事少きに依るものであると考へ られ る.
 然 るに此塵に一考を要す可き事は,從 來蚊取線香の晶質を決定するのに,專 ら Pyrethrin-
%の みを重覗 し,其 の一雀 きの重量或は燃焼時間等を割に等閑に附 して居た事である.之 は線
香中のPyrethrin含 有量或は燃焼時間等に依つて一定時間中に放出せ られるPyrethrin量 を
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全然無観 して居た事を示す もので,如 何にPyrethrin-%の 高い線香であつても,其 の燃焼時
間が訟りに長過ぎる時は,却 つて軍位時間中のPyrethrin放 出量は制限せ られ るものであつ
て,從 つて殺贔敷力を充分に獲揮 し得ぬ事 となる.余 等は此の黙を明 らかにする爲めに,各 種
古販蚊取線香に就いて,其 のPyrethrin-%,一 雀の重量,燃 焼時間等を測定比較 し,簡 輩な
有数度を表はす式が成立する事 を知つナこ.帥 ちPyrethrin含 有量をP%,線 香一毬の重量を
Wg,燃 焼に要する時間をT分 とすると,軍 位時間(5分 間)に 放出せられ るPyrethrin量 は
有敷度Eを 以つて表はされる.       ,
                P×W×50              E=
                  T
 5分 間 を以つて軍位 時間 と したの ば,Eが1を 中心 と して優秀 な もの では漸時増加 し,晶 質
が下 るに從つて1以 下 の数値 を示す 爲め,比 較 す るの に容 易である と考へたか らである.
                 實    験
 1-容 量法及び比 色法で定量 しナこ蚊取線香のPyrethrin含 量
 市販蚊取線香申のPyrethrin含 量 に就 ては既に第4報7)で 比色法 剃及 び酸法2'3'の定量 結果
を比較槍討 した.其 の結果,蚊 取線香 申には種 々の助燃剤,防 徴剤等が添加せ られて居 り,其
れ等の物 質がPyrethrinと 類似 の還 元力を示 す爲,比 色法は酸法 より可成 り高 い結果 を表 は
す事 が明かに され た.其 後酸法 は多少の改攣 が加へ られ,第8報(8)で 述べ た容量 法 となつ たが,
余等は此虚に改めて,比 色法 との比較 を行つ て見 た.
 蚊取線香 を藥研 を用 ひて粉埣 し,30mesh O)』 で箭別 した試料15gを 濾紙筒(25×100mm)
に詰 め,輕 く綿栓 を して6時 間石油 工一テル(沸 黒占45-50.)を 以つてSoxhlet抽 出 し,以 後
の操作は夫 々既報 の通 りに行つた.定 量 結果 を比較すれ ば第1表 の如 くで ある.
                 策  1 表
   試料番號    Pyrethrin%(比 色法)I   pyrethr三n%(容 量法)   上ヒ  較
                                   %
     1                 071                    0.66                十7.57
    2                 0.58                    0.56                十3,57
    3                  0,53                     0.54                 -1β5
    40.64 0.48+33.33
    5                 0.57                    0.41               十39.02
    60.45 0.22+104。54
 比較 は容量法 の定 量値を基 準 と して,比 も法 に依 る定量値 との差 を百分率 で示 した ものであ
る.本 實 験に依れ ば,一 一例 を除 いて何れ も比色法 の結果 は容量法 の夫れ に較べて高 い値 を示 し
てゐる.而 して値 の開 きに差違のあ るのは,使 用 した防徹剤の量 及び種類 に依 る もので ある事
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は勿論で ある・從來蚊 取線香 の定量 は專 ら比色法 に依つ てゐナこ様で あるが眞のPyrethrin含
量 は容量 法 に依つて輿 へ られ る ものであ ると信 す る.況 んや比 色法 に使 用す る試藥類 が入手困
難 を訴へつ Σある今 日此 の問題 は大いに考慮を佛 ふ可 き庭 であ らう.
 2.貯 藏 に依 る蚊取線香 のPyrethrinの 攣質              .
 一般にPyrethrinは 時 日の維過 と共 に攣 質減 損す る事 は周知の事實 であつ て,之 が熟及び
光線 に依 つて惹起 せ られ る事 は勿論 である.以 下蚊取線香 を一箇年間貯藏 した場合のPyreth-
rinの 襲質 に就て實験 を行つ て見ナこ.試 料蚊取線香 は昭和15年5月 市販品 を購入 し,直 ちに
Pyrethrinを 比色法で定量 した後,紙 亟【に納 めナこま 、室内 に放置 しナこもので ある.一 箇年間放
置後之を同 じく比 色法 で定量 し,其 の間のPyrethrinの 滅損 を比較 した.市 販各種製品 に就
て行つテこ守験結果 を…括 すれば第2表 の通 りで ある.
                  第  2 表
   試料番號 貯藏前のPyrethrin%一 箇年貯藏後のPyrethrin%減損                                   %
     7              0.59                     0,53                 10.16
     8              0.63           '          0.56                 11.11
     90.36 0.32 11.66
     10             0.51                    0.45                11,76
     11              0。50                      0.41                 13.00
     12               0.44                       0.38                  13.63
     13              047                     0』LO          `      14.89
     14               0.59                       0.50                  15.25
     15              0.18                     0.15         '       16.66
     16             0.67                    0.53        「       22.83
   平 均  049    042   14.28
 本表 に依 ると蚊取線香 中のPyrethrinの 攣質 は匿 々で あつて,一 定 の結果 を得ぬ が,大 禮
一箇年間 に10匙15%を 失ふ ものが最 も多 い.之 等 は防徽剤 が類似の もので其のPyrethrinに
樹 する影響 が一定 して居 る爲で あ らう。20%以 上 の攣 質を示す もの は,特 に防徽剤がPyreth-
rinの 攣質を促進 す る爲 に依 るものであ ら う.何 れ に して も蚊 取線香 の室温 一箇年貯藏 中に於
けるPyrethrinの 損失 は,既 に述べた除鹸 菊乾 花の室温貯藏 中のPyrethrinの 損失(6)に較べ
て遙かに少い.之 は蚊 取線香 自艦 の素質 が緻密 な爲 めに,内 部に存在す るPyrethrinが 室氣,
熟及び光線に依 つて影響 され る塵 が少い爲 に起因す る もので あつて,蚊 取線香 の一特徴 といふ
事 が出來や う.
 3 蚊取線香の有敷 度
 市販蚊取線香16種 に就て,其 のPyrethrin含 有量,一 一・巷 きの重量,燃 焼時 間等 を測定 し,
                   (ll9)
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之等か ら輩位時間(5分 間)に 放出せ られるPyrethr輸 のmg激 を以つて,有 数度を定めた,
Pyrethrin含 有量は比色法に依 り,線 香一雀の重量は5雀 きの重量か ら算出した平均値である.
撚焼時間の測定は,暗 天の 日無風の小室内で,通 常の線香立てを用ひ,黙 火後,燃 え終る迄の
時間を以つて した.計 算は次式に依つた.
           ・-P×平×50 P-・脚舳%
                      W=一 巷の重量(9)
                      T=一 一巻の燃焼時間(分)
                  第 3 孝
   講 醗 Py蹴 沁 一穐 撃 全P叢趾加 燃響 聞 有(響
     17           0.67        11.38         76-25         3]3       1.218
     18          0.50       】.1.88        59.40        273       1.088
     19          048        13X)4         6270         298       1.050
     20          0.55       13.13        71.81        342       1.049
     21          0.56        1292         73.26         357       1.032
     22          0.51       12.46        63.87   ,     319       1.004
     23          0.58        14-05         81.87        416       0.984
     24       '  0.48        12.72         61.33         336       0.917
    25          0,48        14.12        68.37        386       0.890
     26           0.40        13.50         54.51         313       0.863
     27          α53        11.25         59.63        368       0。806
    28          0。41        12.86         52.63        349       0.752
    29          0.35        12.04         42.81        306       0.703
    30           0.35        13.23         45。88         355       0.599
    31         α18       13.42       24.15       271    .  0445
    32  1        045         078          3.51         46       0.382
   平 均 047 12.36 57.93 333 0.861
 以上の如 くPyrethrin含 有量の勝れナこる線香に於ても,其 の燃焼時間ガ飴 りに長きに亙る事
は,却 つて軍位時間中のPyrethrin放 出量を減少せ しめて有敷度より比較すれば劣る結果を
示す.勿 論Pyrethrin含 量少 く,又 燃焼時間短きもの も,有 数度 よりすれば相似たる結果を
示す事とはなるが,之 は全Pyrethrin量 と照合すれば容易に優劣が決 る事である.侮 學位時
聞を5分 間としたのは,Eが1を 中心として夫々品質に依つて左右せ られ,一 見品位を知 る
のに適當であると考へて探用 したものである.以 上16種 類の蚊取線香 に就て有数度を算出 した
結果を総括すれば,Eが1以 上のも0)6種 で,特 に劣悪なものはPyrethrin僅 かに0.18%, E
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=0.445に 過 ぎなかつた.挙 均Pyrethrln含 量0.47%,有 数度0.861で 今一段 の晶質 向上 が望
ま しい-叉 特殊製法 に依つた17號 試料はE=1218で 優秀 な ものであO,32號 試料 は棒歌線香
で其の重量は20本 の雫 均重量 であつ てE=0,382は 一見。1、貢劣等 に見 えるが,通 常3乃 至4本
を使 用す るか ら中等以上の有数 度を示 し得 るものである.
                 要    約
 本研究は蚊 取線香 中のPyrethrin含 量 が從來行 はれ てゐる比色法4ノと余等が第8報(8)で 述
べた容量 法に依つ て如何 に表はれ るか を比較す ると共に,蚊 取線香 が貯藏 中其のPyrethrinを
幾何失ふかを定量 し,更 に線香 中のPyrethrinが 輩位時間に室氣 中に燥厩放散 され る量 を以
て有致度を定 め,從 來Pyrethrin%の みに頼つ て品質の優 劣を決定 して居つた嵌陥を除去す る
目的を以つて行つ ナこものであ る.其 の結果次の事項 が明かになつた,
 1.蚊 取線香 中のPyrethrinの 定量 は從來比色法のみ を以つて行はれ て居たが,含 有 され
る防徽剤 がPyrethrin類 似の還元力を示 す爲 めに,實 際 よ り過大のPyrethrin量 を示 し,不
適當で あるので容量法 に依 り定量せ られ ねばな らぬ事を知つた.
 2.蚊 取線香貯藏 中のPyrethrinの 減損 は除轟菊乾花或 は粉末 の場合に較べて非 常に少 く,
一年間に除轟菊乾花で は普通20～40%を 減損す るのに封 して,卒 均15%以 下 に過ぎない.之 は
線香 の素質 が緻密で内部 に存在す るPyrethrinが 室氣,熟 及び光線 に依つ て影響 され る事が
少い事に依 るもので蚊取線香の特徴の一つ と言 ふ事が出來 る.
 3.蚊 取線香の有敷度 とは 『輩位時間に放 出せ られ るPyrethrinの 量」 で あるべ きで ある
が,此 の考への下 に各種蚊 取線香 を比較 して見 ると全Pyrethrin量 の少い もので も燥焼時間
の短 かい もの な らば,有 敷度は高 くな り(例.18號),逆 に全有致 成分量 の高 い もので も燥焼時
間 が著 しく長 い ものでは有数度 は劣 る(例.23號)様 な結果 にな る.そ れ故 に蚊取線香の眞 の
優良晶 と しては,有 数成分 と燥焼時聞の爾者の高 い もの(例.17,20,21,22,23,24號)でなけれ
ばな らない事 になる.
 本 研究は農林省委託研 究費及 び文部省科學 研究費で行 つナこもので薮に謝 意を表す.
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